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 事業概要 

航空機開発の⾼速化を実現する基盤応⽤技術の研究開発の⼀部である実機空⼒基盤技術では, 国産
航空機開発シーケンスの⾼速化を⽬指した基盤的空⼒技術の構築を⽬的とする. 国産航空機開発シー
ケンスの⾼速化のため, 職⼈の経験的に頼る航空機開発から解析ベースでの⾼精度な実機空⼒基盤技
術へのパラダイムシフトを⽬指す. 今年度はフラップ上のボルテックスジェネレータ (VG) による効
果に着⽬し, 航空機への空⼒改善デバイス付加による性能改善を事前に推定可能とする CFD 技術の
開発を⾏った. 

 
参考 URL: http://www.aero.jaxa.jp/eng/research/basic/application/ 

 

 JSS2 利用の理由 

JSS2 を利⽤した数値解析により, ⾵洞試験のみでは困難な, 空⼒改善デバイスによる詳細な物理現
象の把握と, その知識を基にした空⼒改善デバイスのよりよい設計が可能となる. 

 

 今年度の成果 

⾼揚⼒装置研究⽤⾵洞模型 OTOMO2 を極⼒模擬した上で, ボルテックスジェネレータ (vortex 
generators; VG) 有無での TAS コードによる CFD 解析を実施した. ⾮構造格⼦⽣成ソフトウェア
MEGG3D の局所格⼦⾃動再⽣成を使ってフラップ上で効率的に VG 配置パラメトリックスタディー
が可能であることを確認した. VG から発⽣する渦が境界層と⼲渉しながらフラップ上の剥離を抑え, 
フラップ性能を向上させることを明らかにした (図 1). 
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図 1: 表⾯摩擦係数分布と表⾯流線: (a) ベースライン形状; (b) 15%コード

位置 VG 8 枚形態 
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 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 
 

プロセス並列⼿法 MPI 
スレッド並列⼿法 OpenMP 
プロセス並列数 216 - 324 
１ケースあたりの経過時間 24 時間 
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 利⽤量 

総資源に占める利⽤割合※1 (%)：1.21 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利⽤割合※2 (%) 

SORA-MA 11,273,945.20 1.38 
SORA-PP 4,505.17 0.04 
SORA-LM 608.93 0.28 
SORA-TPP 0.00 0.00 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
/home 60.94 0.06 
/data 6,966.01 0.12 
/ltmp 4,956.71 0.42 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利⽤量(TiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
J-SPACE 4.41 0.15 

 
※1 総資源に占める利⽤割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利⽤割合の加重平均 
※2 資源の利⽤割合：対象資源⼀年間の総利⽤量に対する利⽤割合 
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